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得
ら
れ
る
よ
う
適
正
に
運
用
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
当
市

で
は
「
不
正
受
給
」
を
未
然
に

防
ぎ
、
制
度
へ
の
偏
見
や
受
給

者
へ
の
差
別
を
抑
制
す
る
た

め
、
生
活
保
護
業
務
運
営
方
針

を
策
定
し
制
度
の
運
営
に
努
め

て
い
る
。

問 

農
業
後
継
者
育
成
は
、
当

市
の
衰
勢
に
関
わ
る
重
要
課
題

で
あ
る
。
再
三
に
渡
り
そ
の
重

要
性
を
指
摘
し
て
き
た
が
、
今

般
「
青
年
就
農
給
付
金
事
業
」

が
導
入
さ
れ
た
。
こ
れ
は
大
き

な
前
進
と
評
価
す
る
が
、
市
は

更
な
る
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答 

「
青
年
就
農
給
付
金
事

業
」
は
、
新
規
就
農
者
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
た
青
年
就
農
者

が
集
落
に
定
着
し
、
就
農
初
期

の
経
営
リ
ス
ク
の
軽
減
の
た
め

創
設
さ
れ
た
国
の
事
業
で
あ

る
。
新
規
就
農
者
の
経
営
が
軌

え
に
は
結
び
つ
か
な
い
。
今
回

の
大
阪
市
長
の
思
想
調
査
は
行

き
過
ぎ
た
行
為
と
認
識
し
て
い

る
。問 

高
額
所
得
者
の
お
笑
い

タ
レ
ン
ト
の
母
親
が
生
活
保
護

を
受
け
て
い
た
こ
と
で
「
不
正

受
給
」
が
多
い
よ
う
な
報
道
が

意
図
的
に
さ
れ
て
い
る
。
生
活

保
護
へ
の
偏
見
、
差
別
を
助
長

す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念

が
あ
る
当
市
の
現
状
と
実
態
を

伺
う
。

答 

生
活
保
護
は
、
日
本
国
憲

法
25
条
に
規
定
さ
れ
た
理
念
に

基
づ
き
、
困こ

ん
き
ゅ
う窮

す
る
全
て
の
国

民
に
、
最
低
限
の
生
活
を
保
障

す
る
と
と
も
に
、
自
立
を
促
す

こ
と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
、

生
活
困
窮
救
済
の「
最
終
手
段
」

と
な
る
。
最
近
マ
ス
コ
ミ
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
不
正
受

給
」
問
題
で
は
、
生
活
保
護
制

度
が
市
民
か
ら
十
分
な
信
頼
を

問 

橋
下
大
阪
市
長
は
市
職

員
全
員
を
対
象
と
し
た
違
憲
・

違
法
の
「
思
想
調
査
」
を
強
行

し
た
。
こ
の
暴
挙
は
強
い
批
判

の
中
、
中
断
し
た
が
、
橋
下
市

長
は
反
省
も
謝
罪
も
せ
ず
居
直

り
続
け
て
い
る
。
当
市
で
は
こ

の
よ
う
な
事
は
な
い
と
思
う

が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答 

市
の
職
員
は
、
全
体
の
奉

仕
者
で
あ
る
公
務
員
と
し
て
の

大
原
則
に
基
づ
き
、
政
治
的
行

為
の
制
限
や
争
議
行
為
等
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日

常
に
お
い
て
遵じ

ゅ
ん
し
ゅ守

し
て
ゆ
く
基

本
的
事
項
で
あ
り
、
通
常
で
は

調
査
を
実
施
す
る
と
い
っ
た
考

道
に
乗
る
ま
で
の
最
長
５
年
間

資
金
援
助
を
す
る
事
業
で
あ

る
。
県
内
の
市
町
村
に
お
い
て

は
、
さ
ら
に
就
農
者
に
対
し
生

活
費
や
家
賃
な
ど
の
支
援
を
し

て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
当
市

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

市政を問う 一般質問（文責は質問者）

小松　大成 議員
（無会派）

第１回アスト起農塾のようす

に
お
い
て
は
「
Ａ
Ｓ
Ｔ
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
」
な
ど
で
農
業
後

継
者
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
新

規
就
農
者
の
み
な
ら
ず
、
農
業

者
の
支
援
を
図
っ
て
い
く
。


